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1 厚 生労働科学研究事業の研究成果について

2 平 成 23年 度若年層献血意識調査結果について

3 平 成 24年 度献血推進計画案の策定について

4 そ の他
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資料 4    200ml赤 血球製剤と400ml赤 血球製剤とのリスク評価について (日本

赤十字社提出資料)

資料 5    200ml全 血採血のあり方について (日本赤十字社提出資料)

資料 6-1  平 成 24年 度献血推進計画 (案)

資料 6-2  献 血推進計画 新 旧対照表

資料 7    け んけつちゃんの版権について

資料 8(委員限り)Hop Step Jumpに ついて

参考資料   平 成 23年 度献血推進計画
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平成23年度厚生労働科学研究費補助金
医薬品。医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究推進事業
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総
額
血
者
散

（
万
人

）

１０
　
”
　
■
　
“
　
“

年

代

刑
献

血

者
数

（
万

人

） 5!C

49C

470

45C
引
椰

13
七

~l鰤 者      -16～ 19山      -20～ 29歳
… 30～30亀       ‐ -lo～ ●澁       一

ヤ
ヽ
綽

構

＝
澤
‐８

犠

薇
■
７

●

引
澤
‐６

綸

劇
■
‐５
ｏ

・
・
・４

・

キ

・

・ ２

・

劇
濤
「
＃

・
・
・０
・

引
”
９
帯

ま
轟
８
暑

市
ヽ
フ
薔

劇
澪
６
絆

一　

Ｍ

』”

わが国における将来推計人口に基づく

輸血用血液製剤の供給本数と

献血者数のシミュレーション

2010年9月30日
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献血推進のための効果的な広報戦略等の
開発に関する研究
-3年 目 ―

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター

臨床研究センター エイズ先端医療研究部

白阪琢 磨

<経 緯>

臓器移植など治療における輸血液の需要の増加
献血者での年間HlV陽性数および陽性率の上昇
(平成20年度、10万人あたり2.11件 血液事業部会)
安全な血液を如何に多く確保するかが重要な課題
供血者、特に若年者層の献血離れの傾向が指摘
<目 的>
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く研究分担者>

はばたき福祉事業団 大平勝美、柿沼章子
長崎大学医学部付属病院 江藤栄子、長池恵美、松田三喜子
日本赤十字社 照井健良、土田幸司
FM大阪 ′J 野ヽ田敦乙
広島大学 秋田智之 ul*tulrr. icrx*arrc. 8B1harldituur.4nu
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献血推進に向けた効果的広報戦略等の
開発に関する研究

議

若者の献血者を増やすためには?

献血を知らない、身近でない、

献血に関する情報発信

献血の意義を知らせる

伝わりやすいメッセージは?

当院における献血推進へ向けての実態意識調査

長崎大学病院
形成外科
看護副部長

秋田定伯
江藤栄子

形成外科・内科病棟師長 松田三喜子
血液内科 病棟師長   長 池恵美

班
人

=

○日本赤十字社 血液事業本部

OFMオ オサカ

○長崎大学病院

○はばたき福祉事業団

平成22年 度

第1回 20104.23(金)東京

第2回 2010.621(月)東京

第3回 2009。9.27(月)東京

第4回 2010.1.24(月)東京

平成21年 度

第1回 2009.5,18(月)東京

第2回 2009.6.22(月)東京

第3回 2009。7.27(月)東京

第4回 2009,9.14(月)東京

第5回 2010,1.25(月)東京

平成23年度

第1回 2011.7.4(月)東 京

第2回 2011.8.22(月)東京

第3回 2012.1.28(土)長崎

(予定)
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2010年度_輸血回数
(4′1-3ノ3■ n=■83)

■初回

●2回～4回

●5回以上

“無回害

2009年度_輸血回数
(7/15～3ノ3■n=200)
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厚生労働省では、例年、献血に
関する適正な知識の普及に資す
るため、高校生用テキストを作成
しております。
この度、平成22年版「けんけつ
HOP STttP JUMP」 の高校生
用を掲載いたします。
なお、このテキストは、平成22年
2月末より全国の高等学校、教
育委員会等に対し直接送付して
おります。

献血に関する意見口感想′カテゴリー別分類(2009～ 2010年 度)

: 1 1 名の

2009 2010 合計

提言

計 0 4

場所 9 7

メリット 3 4 7

痛み 3 2 5

時間
1 1

4 4

広報

その他  託 児所の希望等 5 3 8

感翻 9

大切さの口臓 8

献血して欲しい 9

献血したい

知識不足 2 4

その他(感想)

合計

・
10年全体 (4/1-3/11)

0% 10% 20% 30% 40X 鰯  60% フ o% 80% 90x 100%  10



キミに出会えてよかった
～長崎大学病院編～

ア…テイスト「メティス」がLOVE in
輸血を受けた患者さんを訪問し、
キャンペーンCMソ ングを製作 !

2009年 'I月 19日

Aclonに賛同。

、はたちの献血その思いを込め

長崎大学病院を訪間

供血者の実情調査と献血促進及び
阻害因子に関する研究

若年層献血者確保に係る広報展開「LOVE h Acttonプロジェクト」
の実施について

平成23年8月22日

少子高齢化と400mL献血の普及啓発
に伴い、若年層献血が減少する中、若年
層に献血の意義を伝え、献血行動を促す
ことを目的に展開する。
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。「献血は愛です」というメッセージを届ける活動

・平成21度 から始まる日本赤十字社の様々な献血
推進活動(AcJon)

平成21年 9月28日 記者発表会 !

繭

Action FlNAL
「LOVE in Action

Meeting(LiV■ )」

平成23年 6月14日、15日

献血推進がメジャーに!?

献血|ま愛でチノ
朝≧
l軍鵬蜆配『誰省

欄!

ロゴマーク大作戦

ラジオ大作戦

ご当地大作戦

コラボ大作戦

武道館

Kスタ宮城

Actionl

ActiOn2

Action3

Action4

ActiOn5

献血を受ける人

献血推進

献血する人
献血を推進
献血啓発

愛 0命 ・愛 ″命の象徴、血液
″
  や さしい社会

はばたき福祉事業団 大平勝美

血液への親しみ 幼 児 (絵本)→ 血液探検隊→こどもを通して命の啓発
“
はばたきとともに

"12年
        “ けんけつちゃん

"

献血由来血液製剤を患者に実施する人
VVy冒
02Sてヽ■3中ヽ

医療機関の意識

薬剤部

経営者

医師の意識

リンク大作戦

… 狐 囀 洵
卿麟̈碑



平成22年 度第2回薬事・食品衛生審議会
薬事分科会血液事業部会献血推進調査会資料
(平成22年 11月 9日 開催)      珊

再子|三]

絵本による広報

(餞本 「ぼくの血みんなの点―あたたかし鸞 りもの1配 布状況)
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献血量の変化は?

平成20年 度

平成21年度
VS

平成22年 度

平成23年 度 ?
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献血推進に向けた広報の評価
献血データの解析

研究分担者  広 島大学大学院 医歯薬学総合研究科 疫学・疾病制御学
田中純子

研究協力者  広 島大学大学院 医歯薬学総合研究科 疫学・疾病制御学
岡本健吾

秋田智之

小田奈央

FM OSAKA

小野田敦乙

日本赤十字社

照井健良
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平成23年度
口「献血に関する意識調査2011」
・「献車デ
ータの解析2011」
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献血者の推移

平成21年度
D「献血に関する意識調査2o09」

平成22年度
口「献血データの解析2010」

若年層において献血の促進因子や阻害因子は何か、
うな媒体を利用して普及啓発を勧めていくことが効果!

近年、若年層での献血本数が減少しているが、一方、
のために若年層の人口が減少している。
人口、地域を考慮した献血本数の解析を行う必要がこ

@lll* .-t0-101 +20-2el .
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平成21年度
口「献血に関する意識調査2009」

【対象】
・献血ルーム(計10カ所)の献血者(大阪府内)
2009年9月から10月 平 日1日および休日1日

・2大学学園祭における若年層 (大阪府内)
2009年‖月 学 園祭1日

明告縣闇庭r属足留博邑嬰バ争1諷瑠ξ調
査

複数回献血者、献血経験者 :25問 29項目

【解析対象】
・献血ルーム回収数750名のうち、年齢と性別が判明した677名を有効回答
(有効回答率90.3%)とした。

・大学学園祭回収数181名、同有効回答数 149名(82.3%).献血経験者は73
名、献血未経験者は76名。

25

平成21年度
・「献血に関する意識調査2009」

【結果】

|●
・t〆fざナおぷ

献血に関するの要望:

献血の推進に前向きの項目
献血ルームの受付時間の延長、
献血者の登録サービス、
献血手帳の改善など

| °
゛ゞゞ・L√ぎ`ィ゙tィ゙ちが゙

ンが

未経験者:

献血に関する知識&イメージの不足
血液製剤として使われることを知ら ない
イメージが暗い、何をしているのか わか
らない

26

平成21年度
口「献血に関する意識調査2009」

【結果】 ピンク色:「奉仕の心に基づく内容」

枷ウて敵をtttI晶 : Ⅷ 慰 譜
に立って欲ししヽ 輸血は劉報 ざ

  11艦 ti亮島1:

1青 色 :「友愛の精神に基づく内容」

1 輸 血用の血液が不足していると聞いた、過去に自
1  分 や家族などが輸血を受けたことがある

緑色 :「自身に対するメリットを重視する内

容」

検査結果が自分の健康管理になる、将来家族な
どが輸血を受けるかもしれないから、お菓子や
ジュースがもらえる、ネールアートやマッサージが
受けられる、図書券がもらえる、テレビやDVDが
観られる

橙色 :「きっかけに関する内容」

家族や友人に勧められたから、高校や大学に献血
バスや出張献血が来たから

グレー:「その他の内容」

□初めて献血の理由は、 「友愛の精神」と「きっかけ」
□献血を継続する理由は、「友愛の精神」と「メリット」

□献血に関する情報や意義、献血に関する正しい知識を的確に提示
することが必要
□献血推進のための広報戦略はt献血経験の有無や年代によって
効果的な媒体が異なるため、その集団特性応じた戦略が必要

ロテレビやイメージキャラクターを使つたポスターで、全国的にアピー

ルした「はたちの献血キャンペーン」の認知度は、年代・性別を通じ
て、圧倒的に高かつた

□限られた世代をターゲットとするよりも、幅広い世代にアピールする
力が強い方法、例えば、テレビやラジオ、街頭での呼びかけ、ポス
ターなどを使った活動が効果的と考えられた         28

平成21年度
口「献血に関する意識調査2009」



【対象】
・2908(平成20)年度の全献血者(N=5′137′612)
・2009(平成21)年度の全献血者(N=5′303′431)

【解析項目】
・性別
・生年月日
・種類  ノ 全血献血・成分献血
・初回口再来
口献血ルーム ノ採血都道府県
・採血年月日 採血月口採血時年齢(16～69歳)

【結果】
【第一部献血本数の解析】
【第二部人口10oo人あたり献血本数の解析】

平成20年度 平成21年度

年齢階級(10歳区分)別の献血本数

200,

10●代 20,代  30● 代 400代  50● 代 00歳 代 ツ

叩 電摯    電 二 塾 出 摯
一 . . _ ■曽 L . .

1彙 ●      電 9  -

平成"年 農    平 成■年度

第1主成分  第 2主成分

4月  ● .3879455 ‐Q49663546

5月  ‐o.3270082 ■ ■41136424

6月  ‐0.3203802 ‐ 011561979

7Jヨ   ・0.2747954   0.04330078

8′1   ‐|.1957287  0.15375554

9月  ‐0.2309655  012150461

10月 ‐0.2981909 016958285

7」マツ 平威21年度鳳位による都道
F鳳
別の嵐鳳本政 it蹴 ==)

。●●A―
■n-1土 小●

11月

■2月

1月

2月

3月

‐0.3257241   Q07572807

‐●.3271866  Q62978663

●.2341164   02753938■

‐0。2234710   013068379

‐0.2567346  ‐ 008025811

晋蹴簡薔謡圏翼廃監話だ社f撃れ品質量括鏃多
い縦肌とJ2月に多い縦麒けか社.
認められない        ~

―」

年代毎の月別献血本数の変動
響  り 響           ク1彗:L』望==12彗由

●●I ..評 ...,

■摯■●        4 幸 ユ盤

響 摯 増彗    電 = L蟄 出 中
_ ¨ _ 」 電 L . . ″J 彗 L ・ ・・

, 2¨ 年庄 … … …_ _ _
= :

lo歳代の月別献血本数を用いた主成分分析による変動パターン解析

各椰道府県の人口と献血本強

“
・

― o

/ィイ ・
・ニ

本数が多い
(特:コ～6・10～12)

°
   輩 :譜署F::::::藁:E



『
¨
¨
珈
Ш
獅
脚
ｍ
ｍ
鰤
。 4F sE 6F iF sF sF 1oB 1lF 12Il lF

東京,10歳代

埼玉,10歳代

全血献血

献血本数

H21

献血本数でみると、20歳代はH21に減
少したが、人口あたりの献血本数でみる
と、増加している!
人口あたりの献血は減少していない。

麒血本菫

1000人あたリ

締 遺

都道府県別・月別の献血本数の変動パターン(1,000人当り)H21年 度 主成分プロット【全血献血・10歳代】

第■主成分  粛 雄 成分

4月 ‐α13168920 ■ ,1829"13

5月 0898387 “ R31236185

6月 ‐021677926 ● 33520851

7月  ● 2'92η 7フ ・●28443242

8月 ‐Q09763785 ■ 221096448

9月  ・0ヨ5693519 ・ ●15204844

20月 t40466041 ,1140261フ

ユ1月 037323024 ● 01504715

2月  ‐α48846545 032565フ 82

1月 ‐03386ヨ 580 Q66486735

2月 ‐■16003065 ● 04733444

3月 01215'049 ■ ■20261271

躍積寄与率
74%

尋

輻
山梨県で

移動献血により献血が

行われた高等学校
(41校)の月別学校徴

10歳代

献血本数の増加に影響を与える要因(9項目)と「人口1,000人当りの献血本数の増
減」(H20対H21)との関連をロジスティック回帰分析により検討した。

項 目 オッズ比  95%信 頼区間 P値

持:ヨ2鼻 1月 に

。■_____″ __¨‐――|=_._.__ __.‐  1‐―‐35“ ″″、

3●●代  40t代   50● 代

献血本数

10歳代本数

20歳代本数

30歳代本数

40歳代本数

50歳代本数

60歳代本数

第1主成分

第2主成分

1.00

1.01

1.24

1.12

0.97

0.93

1.80

0.34

0.54

(r.oo, r.oo) 0.150
(0.9s, r.ro) 0.7L2
(t.os, r.ss) 0.023
(0.90, L.42) 0.310
(0l2, r.ss) 0.849
(0.58, r.+g) 0.758
(0.98, . S.Ze) 0.079
(0.10, o.ez) 0.034
(0.t2, z.ze) 0.391

20歳代のオッズ比
は1.24
(95%C::1.05～
153)と 1より高く推

定された。これは前
年の20歳代の献血

本数が次年の都道
府県全体の献血本
数の増加に寄与し
ていることを表わ
し,20歳代への献
血の働きかけが重
要であることを示唆
している.

大壼府    340県

神奈川県   凛 薫椰

彙畑件    秋 田県

北海道    餞 ホ県

埼玉県    六 嘔府

手葉県    広 島県

馨 熙    H熙

福田県    福 島県

,日 県    石 川県
壼助パターン分析における第1主成分(=麟血本欧と口義の成分)

壼動パターン分析における第2主成分(1～3月に多いか9・10月に多いかを豪わす成分)
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まとめ

前年比較で献血本数ノ人口1000人 の増減と有意に関連した項目
は、20歳代の献血本数と第1主成分であった。20歳代のオッズ比は
1.24(95%CI:1.05～1.53)と1より高く推定された。H20年の20歳代
の献血本数がH21年の都道府県全体の献血本数の増加に寄与し
ていることを表わし,20歳代への献血の働きかけが重要であること

を示唆している。

20歳代の変動パターン分析を進める予定ある。

10歳代の献血本数ノ人口1000人 の月別変動には、学校行事と関
連している(新学期、文化祭など)とも考えられ、学校との連携が必
要であると考えられる。

献血推進には、必要な時期と場所に必要なだけ供給することが重
要であり、今後、需要量との関連

性
を検討する必要があると考え37

【対象】
・2008(平 成20)年 度の全献血者 (N=5:137,612)
・2009(平成21)年度の全献血者(N=5,3o3,431)

【解析項目】
・性別
`生年月日
・種類   ノ 全血献血・成分献血
・初回・再来
・献血ルームノ採血都道府県
・採血年月日採血月・採血時年齢(16～69歳)

2008年度、2009年度の献血者データをlDごとに集計し、
献血者ごとの年間献血回数を算出し、両年度間の経時的
な変化を解析した。

1 .

1 .

献血推進のための効果的な広報戦略等の開発のための現状分析と
対策 咽

　
・
５％
　
２

・
回
以
上

実献血者数

(N=2,852,463)

2008年度献血回数が
2回以上の人は、年平
均3.2回献血をした。
献血再来者は全体の

8596を占める。

盤雉 ]讐ち
Ⅲ

割合は全体の約30%
に過ぎないが、
総献血本数の60%を
占める。その貢献度は
高いと考える。

40

総献血本数

(N=4,762,303)

献血者に占める再来者の割合

口献血に関する知識 イゞメージカく、まだ不足
口初めて献血の理由は、 「友愛の精神」と「きっかけ」
口献血を継続する理由は、「友愛の精神」と「メリット」

呂躙 嘉毬運翼為よ詔〕嶽兆腑 1孵躍鵠絆
代を守
き増加した

□前年の20歳代の1000人あたりの献血が増加すると、次年の全献血増加に寄与
◎H20とH21の2年度のみの解析である。

月別にみた献血本数の変動、および、月別にみた人口1000人あたりの献血本数の変動は
年代別の大きな相違は認められなかった

日献血に関する情報や意義、献血に関する正しい知識を的確に提示することが必要
口 研 修会、HopStep」umpの 利用、血液製剤の知識

□

緊意蟹
進のための広報戦略は、献血経験の有無や年

サ:そ
の集団特性に応じた戦略

環認W霧 ず濫豫蛸望と指
嵐`L4tにアr―Jレする力が嵐ヽ方法が響



2008年度の献血回数別、男女別、
初回再来別、年齢別

に分類した場合の
2009年度献血回数の検討から.……

2008年度献血回数o回の人

(N=74′32Q929・)

2008年度献血回数1回の人

(N=1,969,869)

2008年度献血回槻 回以上の人

(N=882,595)

2008年度の献血回数が多いほど、2009年度の献血回数も多い
41

2009年度の献血回数が2回以上となる割合が最も高い

集団は「2008年度献血回数2回以上、男性、再来、40

代」の集団で58.3%

2009年度献血回数が1回以上となる割合が最も高くな

るのも、「同集団」で82.9%

2009年度の献血回数が0回となる割合が最も高いのは
「2008年度献血回数1回、女性t初回、20代」の集団で

63.5%                     _

2008年度の献血回数が変化した場合の

2009年度の献血回数の変動

【仮説推定】献血回数の増加が次年度の献血回数の増加に寄
与する効果         ｀

2.

3.

献血回数 1回

(N=1,969,869)

献血回数 2回以上

(N=882,594)

60代 10代

献血行動自体は

若年層のほうが

盛んだが、
習慣化しているの
は高齢層である。

男性のほうが献
血行動が盛んで、
習慣化しやすい。

2∞8年Emm回 聾 回ロト′男L/E
fF/zott(H=roo,szgl

輌“



今後の研究課題

trial【結果】2008年度の献血回数の違いによる
2009年度の献血回数の違いの検討

若年層では献血行動に結びつく単発的な献血は多いが、習慣化した献血者は

喜覚省おをF朧
では戦 的な前 は少ない力ヽ 習側 ヒした前 者は多いと

男性は女性よりも単発的な献血、習慣的な献血ともに多いと考えられた。
献血は回数を重ねるほど習慣化すると考えられた。

t鍵 轟β鷲糧早獣炉翼峯翼1年
度の献血回数増加に最も効率よく寄与するの

書き十
者数の確保には献血の習慣化のみならず、献血者の新規開拓も重要で

初回献血者は初年度に少なくとも2回以上.….

観察期間が2年度分のため、いくつかの課題がある
長期の傾向や長期離脱者の傾向がつかみきれていない
横断的な解析にとどまざるを得ない点がある

91
年代層別人口に対する献血率(献血者数/人 口)

%

4蕪黎嚇  ・ 実献血亭
°
の推移(16～22嵐)
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H21年、H22年と続いて上昇は
40化以上の難 であった。
20代。30代は上昇傾向St下 傾向に
10代は低下傾向のままでわ た。

平成19年 平成“年 平成2■年 平成2年

金嚇篤翻栃謝観躍搬
・凛犠ヽ

17    :0    19    20

'各拳戯            口 瞬

21 質

めとま

平成22年度 学生ボランティアの会議

菅原 拓男(日本赤十字社 血液事業本部)
照井健良(日本赤十字社 血液事業本部)
福鳥 教綱(日本赤十字社 血液事業本部)
木村 美羽(日本赤十字社 血液事業本部)

平成22年度 献血受付担当職員及び接遇担当職員研壺全

LOVEin AC¬ONを始めとする新たな広報の上乗せに伴い、平成
19年度以降の献血総数は増加傾向となつた。
年代別の増加傾向は、40代以上が持続していたが、20代 、3
0代は持続せず、10代は、むしろ減少傾向のままであった。

広報についての評価は中間段階であり、年代別、月別、地域別
あるいは経験回数別等での献血本数等の詳細な分析が今後、
必要である。

しかし、若者、特に10代、20代の献血促進に繋がる広報につ
いての検討が、今後、さらに必要では無いかと考える。

踏

3趙

献血推進に向けた職員の研修方法に関する研究



資料2-1 若 年層献血意識調査結果の概要

調査目的 >

蝠 蹴F鷲ち黒1遺翼ξ撃響繁Rダ皐蟹戒所罫結そF9翌LI習1:年
以降

恙文饉恙』]!鋪木鎖蝿言了il晨邊穆][』韓翼鋒

器善琴
鰹糧雰酷磐輪1      欝 響蹂塁[:

認F]鳳 献血への関心度や献血へのイメージを把握する。
(2)若 年層の献血に関する認知度を把握する。                 ‐
(3)若 年層が献血を行つた時期やきっかけを把握する。
(4)(1)～ (3)について平成17年度、平成20年度の調査結果との比較を行う。

調査概要 >

【踏琺】テ蠍 §譜讐ヽ最暴彗:酔『f苦職 イヽ
ン

【調査対象 】全国の16～29歳の献血経験者及び献血未経験者
※献血経験者 :過去に1度でも献血の経験がある者
※献血未経験者:今まで1度も献血の経験がない者(採血前の検査で

1.献血未経験者

【対象者特性 (回答者5,000人 )】

翠当基認濯巳趙 荀ll賀口郡乳絶躙翡借!量駕灘料
・

語澪:視臨履驚堡酬よれ:鍵継靴斎縦皓霙鍵労li旱議
9

→251%→ 28.1%)ら

ボ鵡t「鋪占厨隊只 、お:銚1讐彗鋭1宗縮機器。型
<

基準を満たないため献血できなかった者を含む'

絣 甲
捕 細よ 唯 わつて噛 Al■8Ю%で J年 詭 及び“ 戦 調査と

【献血に関する認知・関心度 】

(Ql)献 血に関しての認知程度      `

・未経験者全体では、「よく知っている」(10.8%)と「ある程度知っている」(75.4%)を合わせた
認知率は862%6
・職業別では、高校生の認知率(813%)が 他層に比べて低い。
・性別では、男性(835%)よ り女性の認知率(89.0%)が高い。

著(953%→ 84.6%)。

(Q2)献 血の種類の認知

・未経験者全体では、献血の種類を認知Lェぃる人は351%。 6割以上の人は認知していな
L
・職業別で|ま、公務員の認知率が46.2%で 他層に比べて高い。一方、高校生の760%が 認
知しておらず他層に比べて低い。
・性別では、男性 (o14%)よ り女性の認知率(389%)が 高い。
・地域別では、東北の認知率(41.6%)が他層と比べて高い。
・20年 度調査と比べて、専業主婦の認知率が11ポイント低下し顕著(428%→ 32.1%)。

(Q3)献 血できる場所の認知

・未経験者全体では、「よく知っている」(25.0%)と「ある程度知っている」(59.4%)を合わせた
認知率は844%。

』 奄型FF、
公務員の認知率●3."?が 最も高く、対して高校生77.8%)の 認知率は他層

・性別では、男性 (795%)より女性の認知率(39.4%)が高い。

2

【対象者数 】

献血経験者:5000名

献血未経験者:5000名

合計:100oO名

合 計 経験者 未経験者

合 計 10,000 5,000 5,000

北海道

東北 706

関東甲信越 3,650 1,825

東海北陸

近畿 1,632

中国。四国

九州・沖縄

※全国を右表の通り7プロックに分け、

各プロックの若年層人口(16～29歳)の

全国に占める割合を平成22年住民基本

台帳年齢別人口のデータに基づき算出し、
プロツクごとの回収数を決定した。

【調査期間】平成23年 10月 6日 (木)～lo月 12日 (水)



(Q 4)献 血への関心度

鍛 評 勢(mぎ賠
・
鰍 '尋閥占ぶ象象f彎ぷ磐営認硼

°
・職業別では、専業主婦で関心あり層(49.7%)が他層に比べて高いのIヒ対し、公務員では
35.5%で他層と比べて関心が低い。
・性別では、男性(34.8%)より女性(52.8%)の関心度が高い。
・地域別では、九州。沖縄の関心度(50.4%)が他層に比べて高い。
・17年 度調査、20年 度調査と比べると、公務員の関心あり層が調査ごとに大幅に低下
(51.9%→43.5%→ 355%)。

(Q5)献 血が病気の治療に役立っていることの認知

曜笥専認留脇聯L蹴鵠器鑑争
・地域別では、東北の認知率が44.5%で最も高い。

椰 疎 海拙 “3%→ 釘Юり 、

(Q6)血 液製剤確保のために、絶えず献血が必要なことの認知 (新規質問)

・未経験者全体の認知率は46.5%でほぼ半数。

』輩貿11た
大学生。
青
Fl学校生●19%)と公務員●1.0%)で高く、高校生●8.0%)力地 層

北 裂誰 ♂ 構占遥 讐ま議 脇 認 離 L:η焼翻誕:為率が他層と比べて高い。

(Q7)献 血された輸血用血液製剤の使い道の認知 (新規質問)

|:喬
専まΨ 霞寓撃義隆i景贄統食鉄鶏皐齢景引耐お誼知率が他層と比べてやや

。地域別では、東北の認知率(22.4%)が他層と比べてやや嵩い。

(Q8)輸 血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験 (新規質問)

薄璽罰専ま    《 ¨品ゃ低
・地域別では、東北での経験率(21.5%)が他層と比べてやや高い。

(Q9)若 年層の献血協力者の減少傾向の認知

【献血の広報。キャンペ=ンヘの認知接触状況】

(010)献血に関する広報接触媒体

関東甲信越(37.1%)で低い。・17年 度調査と20年 度調査を比べると、各媒体で総じて接触

→529%)。

ご雲冨躙≦導履郵境F惜樋鵠務称1鶴儡冒見垢を紹層讐層笑籍と
低

(Qll)献血キャンペーンに効果的だと思う媒体

(Q12)献血キャラクター「けん1ナつちゃん」認知

・未経験者全体の認知率は21.3%で4人中1人が認知。

♂野著室斎覧搬 獣 t大
学生 専門学校

|四
●り れつた学生と公務翡 0"

:馴誰ま装1認稚l鑑席乳讐tttt響村
。

(Q13)献 血キャラクター「けんけつちゃん」の印象 (新規質問)

誘 怖 鶉 Fゃ
ん認
智
割 こそOFp象をたずねると は いい ∞Ю%畔 数ハ

・性別では、男性(43.4%)より女性(55.0%)で「よい」と感じられている.

(Q14)献 血キャンペーン認知

』賛T瞥 冒静

~つ もキャンペーンを
智,な
い人が高校

す
(77.6%)と自営業(72.0%)で他層と

・未経験者全体では、二



(Q15)「 HOP STEP JUMP」 を配布された記憶

ζ青靡柵 藤 蕪着[賀IE.:駐墜奨「
配布され‐ヽることの認知率は

ど蒲訂π是ふ 雇r虞 I製
5%)と大守生

・専『]学校生の認知率(17.5%)力地 層と比
↑
て高い

・地域別では、東北の認知率が144%で 他層と比べて高い。

【感染症・血液製剤について】

(Q16)献 血では感染症に感染しないことの認知

m     に
拗 叫 ぃ “ 《

鮮 讐
道雰肇堀雲絆飢属妹だ2艘 議已蹂北の認知事゙38"は

,

(Qコ7)血液製剤の海外血液依存の認知

境2曹晃店F営
業の低

【献血ルームのイメージ】

(Q18)献血ルームのイメージ

i麟耐 下L`1研勝

【献血をしたことがない理由】

(Q19)献 血をしたことがない理由(大きい順に3つ選択)

01位 <最 も大きな理由>にあがった理由

趾詈聯数i郁翼榔環呻
5

●1～3位累計の理由
・未経験者全体では、「針を刺すのが痛くて嫌だから」がやはリトップで277%。 次いで「なんと
なく不安だ々らヽ」(25.9%)、「恐怖心」(22.4%)、「時間がかかりそうだから」(201%)が 続く。
・職業別では、高校生で「近くに献血する場所や機会がなかったから」(20.1%)が他層に比べ

てやや高い。大学生は「針を刺すのが痛くて嫌だから」(30.6%)、「なんとなく不安だから」
(28.8%)、「時間がかかりそうだから」(22.9%)、「忙しくて献血する時間がなかったから」
(17.8%)が他層に比べてやや高い。
・地域男1では、近畿で「献血している所に入りづらかつたから」(16.1%)が他層と比べてやや高
い 。

こ

【献血するきっかけとなり得る要因】

(Q20)献 血するきっかけとなり得る要因(大きい順に3つ選択)

●1位く最も大きな要因>にあがったもの

,職業別では、

。17年度調査と20年 度調査を比べると、「献血しているところが入りやすい雰囲気になつた」
が低下(17.3%→8.6%)する

一方、「献血は絶対しない」が上昇(12.5%→18.0%)。23年 度調
査は20年度調査と横並び。

27.6%大 学生:25.2%)が 他層と比べて高く、学生は身近な人からの勧めが重要なきっかけ
になると考えられる。

,未経験者全体では、1位の要因として、「針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施された」
ことで11.6墜献血をしたことがない理由でも「針を刺すのが痛くて嫌だから」が1位であり、並

島乱盤昌呂豊置窒塁豊主豊彗≦当歯景ヨ発錯罐〒
亘菫ビ五また、僅差で「家族や友人などか

・地域別では、東海北陸と九州・沖縄では「近くに献血する場所ができた(献血ル
ーム)」と「近く

に献血する場所ができた(献血バスまたは出張献血)」が他層と比べてやや高い。
・20年度調査と比べると、「献血したときの処遇品(記念品)が良くなつた」(12.3%→220%)、
「献血ルームのサービスが良くなつたJ(5.4%→13.8%)が上昇している。

昌畳竺塁Fか
引唯康上の間

【初めての献血について】

(021)初 めての献血で400m:献血することへの不安意識 (新規質問)

i饉昴菊距島膳詐藩翼薯幕鐘髪暑弊≧里1蹴、
ある人 (62.5%)は他層と比べて低い。
・性別では、女性で抵抗がある人 (71.2%)が男性(64.4%)と比べて高い.

6

01～ 3位累計の要因
・未経験者全体では、二

れた内容で多かったも



【家族・友人の献血状況】

(Q22)家 族が献血している姿を見たことがあるか

:[罫ヨ言
(Q23)友 人に献血している人がいるか

L者

全体uょ

禰][提景電̀ll   tty「
噛が他層と
:べ
硼、

奨裾a摩濯原堪業じ(よ:箇訓 7勇ギ
い初が上昇L14a2%→5a7り、一方自営

【献血に関する資料評価 】
※献血に関する資料の間読後に、献血に関する意識の変化について質問した。

(Q24-1)献 血の必要性への理解が良くなったか

鮒 よよ:ξ糧縫枷籍塾ざ蠣■)

聯 鐸 暴 藁
翻 蹴

=Jど ,ら
かとい■ あ和 ““ り を合わせた意識があ

(Q24-3)今 後実際に献血に行くか

【若年層の献血協力意向を高めるアイデア】

(Q25)若 年層の献血協力意向を高めるアイデア

璽寵璽盤甜躍r戎盲Ъτ3子ぁ観特多〕2」耀朝到農話器

【対象者特性 (回答者5,000人 )】

・居住地は、「関東甲信越」が36.5%で、以下,「近畿」(16.3%)、「東海北陸」(15.7%)、「九州・

笙醤縄 盤 L耀 巳蝙 髪ゑ:彊]tCJり
靴ヽ 海迦 “Jり OIF。全体構成墜7

・年齢は、「16～17歳」(3.0%)、「18～ 19歳」(10.5%)、「20～ 24歳」(43.2%)、「25～ 29
歳」(43.2%)である。12年度調査及び20年度調査に比べて10代の回答者が増加(3.8%
→11.2%→13.5%〕6

2.献 血経験者

・職業は、

(10.3%)、

・経験者全体では、

[杢守等:F:]守 校生J(2,p%)と
「会社員」(40.4%)が中心。以下、「その他」

「専業主婦」(3.9%)、公務員14.5%)、「高校生」(3.6%)、自営業i'7%)の 順。20

。医療関係への関与有無は、「携わっている」人は17.1%で、17年度調査及び20年度調査と
比べて6ポイント上昇l 了́L スヽ^

【献血に関する認知状況】

(Ql)献血が病気の治療に役立っていることの認知

∫言i言言     ‐ ふ…2り騨
。地域別では、北海道での認知率が高く7313%。

(Q2)血液製剤確保のために、絶えず献血が必要なことの認知 (新規質問)

発、二i量[番彙言[言ii露
雷琴暫牙譜壕稔■17a9%)の認妬率が他層と比べて高tヽ

。性別では、男性 (68.3%)より女性の認知率(76.0%)が高い。

(Q3)献血された輸血用血液製剤の使い道認知 (新規質問)

i     異 f窒婦に明拍諜ω拗
・性別では、女性 (326%)よりの男性認知率(368%)がやや高い。

(Q4)輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験 (新規質問)

どのPR方 法を考える内容。「気軽 !に行けて「何かのつしヽ
・職業別では、



(Q 5)若 年層の献血協力者の減少傾向認知

|』111111li                  t比
べて高い一方、専業主婦で

:」ま雪1菖湿讐風甥f“当fi霜属覇露舅掲t降鷲饗鍵`夕と砒鷺粉
て慎`

【献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 】

(Q6)献 血に関する広報接触媒体

(Q7)献 血キャンペーンに効果的だと思う媒体

舞亨禽捺]ち潔果的だと思われる媒体は、

お駄
肇× 誂ゝ靱 言L理繁砕」冒F,m、 き辮幌

占
別では、雖 ょりも難 でけ 山 02 7り 、暉 スタ刊 ゛αlり、囃 詢 24 8り 館

棚鯰][I:曇〕ヨIlti争翡亦繭》→…費り、二
(Q8)献 血キャラクター「けんけつちゃん」認知

(Q9)献 血キャラクタニ「けんけつちゃん」の印象 (新規質問)

」爾策誌腎現でぁ1層 Fち

やん認
智
者にそのF口象を聞くと、「よい」が584%で 半数以上。「わ

。職業別では、高校生で「ょい」が67.3%で他層と比べて高い。
・性別では、男性(よい:54.9%)より女性(よい:60.9%)の評価が高い。

(Q10)献 血キャンペーン認知

i艦租駅セ」舒繰暑跨蒲龍轟昔V野聟岩賢考省量が詠篭引称層11り
、

2愕需喜翼二ど石巖ぷ覇篤謀毒I聾巽鵡:贅≒種翠ぽ
%の調率で、暖m型 船曜軌

:倒雅海尋壁翻 瞑者:;線色fy293mな結婚勇〔ミFぷ酔■はユャ
(蛇入≦翌鼻‰選渠T習亀単蝸匙輛譜)ぃズを聞いたところ、669%が側こFpa

(Qll)「 HOP sTttP J∪ MP」 を配布された記憶

,経験者全体では、高校3年生にHOP STEP」 UMPが 配布されていることの認知率は
151%。授業で使用した人は53%に とどまる。
・職業別では、高校生の認知率は37.2%。大学生・専門学校生は25.0%。

【感染症・血液製剤について】

(Q12)献血では感染症に感染しないことの認知

・経験者全体の認知率は72.4%。4人中3人近くが認知している。
・職業別では、自営業の認知率(57.0%)が他層と比べて低い。
・性別では、男性(69.4%)より女性 (75.4%)の認知率が高い。
・地域別では、東北の認知率(68.3%)が他層と比べてやや低い。
,23年 度調査は20年 度調査と比べて認知率が低下している(784%→ 724%)。特に東北の
低下が大きい(81.4%→68.3%)。

(Q13)血 液製剤の海外血液依存の認知

・経験者全体の認知率は203%で 、5人中1人の害1合。
・職業別では、専業主婦の認知率(131%)が 他層と比べて低い。

一方高校生は261%で 他層
と比べて高い。
・地域別では、中国・四国の認知率(267%)が 他層と比べて高い。
・17年度調査、20年度調査と比べると認知率は低下傾向である(308%→ 253%→ 20.3%)。

【献血ルームのイメージ】      ′

(014)ル ームについて

●雰囲気
。経験者全体では、「ふつう」な人が47.5%。「明るい」が38.5%に対し「暗い」は57%で 、塑
るい」イメージが「暗いJイメージを大きく上回っており好評価.
・性別では、「明るい」と評価する割合は女性(43.4%)が男性(33.7%)より高い。
・地域別では、「明るい」イメージが近畿(32.2%)で最も低い。

10



鱗]iF鱚器‰謝獅鞘珊継識こ瑞11裸4り

簡馨酔轟翻霧螺義脱見嘗:Itti。

よ 懺 、ユ 1.レ砺千
Ч力く43.697ol到し、鴨 い」は7.9%で「良しJと感じる人力状 きく上回

』 鮮 [11:量 fF壻

静輛 i器 磯 醤 1環 星 [(ょ :

。17年度調査、20年 度と比べて、「良い」評価は上昇傾向である(36.7%→40.9%→43.6%)。

【献血についての要望・知りたいこと】

(015)献 血についての要望・知りたいこと

【初めての献血について】

(Q16)初 めて献血した年齢

慇路嚇轟1製・崎霧糧お晶称離鸞瞥〔猟勝譜融セI[鶴」f
・地域別では、東北で「16～17歳」での経験率(39.7%)が他層に比べて高い。

(Q17)初 めて献血した場所

:箭織 製 鵠 織 纂 聯 耕 ぽ
い・m叡 メ

・20年度調査と比べると、高校生で「高校(での集団献血)」が低下(38.1%→289%)。

(Q18)初 めての献血の種類

謂轡 恵=幡 。
「
「`200m献 血」力く47.4%と 半数を占める。

14ooml献
山 は∝Ю%J成 分

貫i鶴 鰭Ⅷ I欄聯 i雛馘
穐躙 鰹躍鍵勇馨も対

獣 Ψ
J下は、九州・沖縄では「400Tl献血」力t40.8%を占め、「200m職 血」o7.7%)よりも

(019)初めての献血で400m:献血することへの不安意識

墨量a豆
全体Jよ

1翼彗覺Fiby麗酵ど盲習蓼習1鋼
・9%)で半数を占め
下
おり他層と比べて高く、「特に不安

謂裂陥乱洲:織葬罰舅露こ聾乳t感|な
い子滉翻絡 入て高い。また東北で

【献血回数について】

(Q20)過 去1年間の献血回数

●200m!献血

瑞霙嘉宅ぼ          し “3%出

た内容で多かつたものは、「貧血

12



。
地零男1で1ま、北海道の経験率が214%で 他層と比ぺそ底し`。
・1 7年 度 ヨヨ査 ヽ2 0年 庸 調 辞 L Lベ

0400m:献 血

●成分献血

疇繁扇きな         し べる柵、

臨監富含監懸宗瀧留攪鶴耀圭繋協辟髪撃場景発摯鸞登」
(24.5%)、「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから」(24.4%)が続く。

価吻醐翻lhi隋聾[。
(Q23)現在献血するきつかけ(大きい順に3つ選択)

●1位く最も大きな要因>にあがった要因

盟 奪お程憶
(11.6%)、「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから」(10.1%)が続く。

滞 裂万島 竜橘 :尻躙

が役に立ってほしいか詢に Oり が男性と比べて高《男性

響忙種殊理為訂ξ
分の血液が

警
に立ってほしいから」力く北海道66.9%)と東北671%)で 他

●1～3位累計の要因

』宏配113蠣鵡習lil増各で
がもらえるから」2Q9り、「お菓子やジュースがもらえ

;聾

【献血する動機づけについて】

(Q24)家 族が献血している姿を見たことがあるか

。議霙奇宅ぼ建:習話議事業発勢幾多轟警登馬践た亀濃撻itべて高い。また高校生も
28.9%にのぼり、ギbや高い。
・性別では、女性の見たことが「ある」人(29.0%)は男性(19.7%)より高い。

だし2回以上の経験者の割合は大きな変化がなく、「1回」経験者の割合が上昇してし、る:・

~

(021)今 までの合計献血回数

軋蜃郡弾麟群[菫僻it駐群l藁
●Q¬7「初めて献血した場所」で分析

、両者鑢 関がみ

【献血するきっかけ】

(Q22)初 めての献血のきっかけ(大きい順に3つ選択)

01位 く最も大きな要因>に あがった要因

顎勲暑13[彗:l:呉曇1llllittiξ
ほu▼減詢が主要なきっかけである。公務

明堤総溜k∬甲魯鶏五爆炉篭封墓rず計`
すたか詢川翻就鄭136り、中国

・
に立ってほしぃから」が低下している(37.5%→290%)。

・初めて献血した場所が、大学や職場の人に比べ

13
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(Q25)友 人に献血している人がいるか

・経験者全体では、6割 (59.8%)が献血をしている友人が「いるJ。

1蹄蠣墜            。
(Q26)高 校での集団献血がその後の献血への動機付けとなるか

期鷲譴話オ栃おき梶7に有加●
α6りと曜ちらかと言えば有加に5りとを合ゎ|た写

・性別では、女性の有効層(868%)が男性(813%)と比べて高い。        ,
・17年度調査と20年 度調査を比べると、有効層は大幅に上昇した。23年度調査は20年度
調査の結果と横並び(659%→ 846%→ 84.1%)。

●Q17「初めて献血した場所」で分析
・高校で初めて献血した人では有効層が914%に のばり高い。中でも「非常に有効」が全体の
半数(49.9%)を占める。高校での集団献血の経験がその後の献血の動機付けに大きな役割
を果たす可能性が示唆される。

【献血に関する資料評価 】
※献血に関する資料の閲読後に、献血に関する意識の変化について質問した。

(Q27‐1)献血の必要性への理解の深まり

貨
LUttl話認ξttf疑製詭燒鳥ボ騰瘍二蓼′翼炉財『

した。20牲腋と
(Q27-2)献 血に協力する意識の高まり

麺胃1東櫂 式駐層忌竃龍儀懺雛を1｀
という抽Xどちらかという塙まっ

智
α6り濡錆弯躙瞥器艦鮨建た可桑毒馳T鷺

JIttlijlil::轟iltti誌1葦ぎ:肖じ[営夏1:卜した"年度調査と
(Q27-3)献 血回数の増加意向喚起

い(19.7%→285%→ 28.9%)。

【若年層の献血協力意向を高めるアイデア 】

(028)若 年層の献血協力意向を高めるアイデア

蝙 聰 徹 裏[鮮垣I蒻
15

調査結果まとめ・目立った回答など

献血未経験者 献血経験者

●献血に関しての認知程度

Ql(P10)

☆認知率は86 2 %

●献血の種類の認知

Q2(P12)

☆認知率は351%

6割(649%)の 人は認知していない
☆特に高校生は8割(760%)が 認知していない

●献血できる場所の認知

03 ( P 1 4 )

☆膠知率は84 4 %

●献血への関心産

04(P16)
☆関心なし層は503%で 、関心のない人の方がやや多い

●献血が病気の治療に役立っていることの認知

☆認知事は407%

0割(593%)の 人は認知していない

01(P72)
☆認知事は664%

●血液製剤確保のために、絶えず献血が必要なことの認知く新規貫間>
10 Pヽ20,

認々知事は465%

5割(535%)の 人は32知してぃない
キ特に高糧生の6割(620%)が 認知していない

02(P74)
☆認知率は72:%

□笙豊主主上J血 用血液製剤の使い道の認知<新 規質問>
07(P22)

☆認知事は104%

8割(816%)の 人は認知していない

03(P76)
☆2知 率は347%
☆特に高校生の認知事(450%)が高い

D輸 血の治凛を受けた患者の感腑の気持ちを目や耳にした経験<新 規質問>
Э8(P24)

☆経験率は:6 5 %

8割( 3 3 5 % )の人は経験したことがない

04(P78)
☆経験率は275%
☆特に高校生の経験率(422%)が高い

●若年層の献血協力者の減少傾向の認知
09(P26)

☆認知率は325%

7割(675%)の 人は2知 していない
☆20年 度調査と比べて、認知事が373%-325%に 低
下

☆認知率は529%

●献血に関する広報接触媒体
010(P28)
☆最も多いのは「献血バス」(534%)
☆高校生は総じて接触率が低く、いずれの広告も「見たこ
とがないJが131%
☆高校生が最も接触している媒体は「テレビ」(427%)

Q6(P82,
☆最も多いのは「献血バス」(647%)
☆高校生は現場での接触が少なく、「テレビ」(567%)が
トップの接触媒体

●献血キャンペーンに効果的だと思う媒体

0':(P30)
☆「テレビJ(790%)が圧倒的に高い

07(P34)
☆『テレビ」(787%)が圧倒的に高い

●献血キャラクター『けんけつちゃん」認知
012(P32)
☆認知率は213%
☆20年度In査と比べると、認知事は72%→ 2:3%と大
幅に上昇
☆特に大学生・4「1学校生(:06%→299%)や女性
(97%‐282%)で大幅に上昇

08(P86)
☆認知率は443%
→献血未経験者の約2倍以上
☆特に大学生・専門学校生 (573%)、高校生(561%)の
認知率が高い
☆17年度、20年度IB査と比べると、認知率は大幅に上
昇(7o%→ 238%→ 443%)

16



献血未経験者

●献ユキャラクター「けんけつちゃんJの印

☆「よい」が509%で 半数。「わるい」は38%で 好評価 ☆「よいJが584%で 半数以上。「わるいJは30%で 好評

血キャンペーン認知

☆「はたちの献血キャンペーンJ(243%)が 最も認知され

生(776%)と 自営業(フ20%)で 知らない人が

いるキャンペーン
ーつもキャンペーンを知らない人は7割(68696)

010(P90)
☆「はたちの献血キャンペーン」(43,%)が最も認知され
ているキャンペーン
☆一つもキャンペーンを知らない人は4割(426%)

rHOP STEP JUMPJ  AE f i ' Th ' :NG
15(P38)

認知率は98%

授業で使用した経験がある人は21%
☆認知事は151%
☆授業で使用した人は53%

献血では感染症に感染しないことの認知

☆認知旱は486%。 5割(5:4%)の 人が認知していない
☆20年 度調査と比べて、認知率は59:96-486%に 低
下

☆認知率は724%

☆20年 度調査と比べて、認知率 14784%→ 724%に 低
下

●血液製剤の海外血液依存の認知

☆認知率はlo8%

9割(892%)が 認知してぃない
☆認知率は17年 度調査より低下傾向(226%― 145%―
108%)

☆認知率は203%

8割(797%)が 認知していない

本17年 度、20年 度調査とlLべると、認知率|よ低下傾向

omfrrL-Al:?r\T i  r- ,

☆「明るいJイメージは173%、 「暗い」ィメージが1:o%

oil frrL-al:?tr< tEfi
014-1(P98)
☆「明るい」が385%。「晴い」は57%で 「明るい」と感じる

6rt , -a l :2t \ (  IE
Q:4-2(P100)
☆「広いJが222%。 「狭い」は202%

6^,-At:2rr< EAOtt6

彗E習誉
84%。鳴呵は■o%で郎Ч馘じ秋

血ルームについて 記念品や軽 い飲

c r 4-4 (Pt 04)
t tRtrJ i j (43 6%. rEL\ l  t t7.9%tr  Rtu

こついての要望 ・知 りたいこと

「献血について正しい知識、必要性を知らせてほしい」
〕4%)力'最も高い
突出したものはなく要望は多岐にわたっている
大学生・専門学校生で「職場や学校なと 献血の機会
てほしいJ(44496:位 /8項 目中)、「進学や就職

こ献血の経験を考慮してほしい」(2:5%8位 /8項目

献血未経験者 献血経験者

●初めて献血した場所

0:7(Pi10)

☆『献血ルーム」(332%)が 最も高い

ュ塑⊇ての事血の種類
018(P‖2)
☆200m:献血が474%で半数
☆200mi献血は高校生(622%)と事業主婦(608%)で特
に高い
☆17年度、20年度In査と比べると、400ml献血が増え
(189%→289-309%)、対して200ml献血が減ってい
る(62.3%-516%→474%)

0今までの合lt献血回執
021(Pi22)
☆『1回」が338%。複数回献血者は66296

t), F ̂ *tt r ftdb(ilfr Lt:tffi J tr +*To Attfi fi Et *J
021(p122)
☆初めて献血した場所が、大学や職場の人に比べて高
校で献血した人ほど献血頻度が高い

●クロス集計 『察壊の部血の有無」とr今までの合計献血回数」

●献血をしたことがない理由

0:9(P46)
☆「針を刺すのが痛くて嫌だから」が最も多い

0献血するきつかけとなり得る要因
020(P50,
☆「針を束1すときに痛みを和らげる処置が実施された」が
最も多い
☆高校生と大学生・専門学校生では「家族や友人などか
ら勧められた」も高い

●初めての献ユのきつかけ

o現在献血するきつかけ

●初めての献血で400m:献 血することへの不安意瞼<献 血未経験者は新規質問>
021(P54)
☆抵抗がある人は6■7%

019(P‖ 4)

☆「1寺に不安は感じない」人が499%

☆20年 度調査と比べると、「不安」が上昇(264%―
39496)

●凛族が献血している姿を見たことがあるか
Q22(P56,

☆見たことが「あるJ人は110%
024(Pi32)
☆見たことが「ある」人は243%
→献血未経験者の約2倍以上

●友人に献血している人がいるか
023tP58,

☆「いる」(328%)、 「いない」(348%)、 「わからない」
1323%)で 回答が分かれた

025(P134)

☆6割 (598%)が 献血をしている友人が「いるJ
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☆「はいJ(276%)と「あ らかというとはいJ(571%)を合
理解が良くなった層は84.796

:(P138〕
ι`J●2■96Dと『あ らかれ うヽとはいJ(577%)を合

★高校生では「はい」が430%で 特に評価が■い

☆「ある」(15.6%)と『とおらかというとあるJ(434%)を合わ ☆「IまいJ(325%)と「お らかというとはいJ(54.4%)を合
わせた菫朧が高まった日は86.0%
☆意凛が高まった層は宙崚生(oOo96)で最も富い

☆『はいJ(7596)と『あ らかというとはいJ(360%)を合わ
せた意向ありの層は444%
☆特に高校生(49■%)は半数近くが意向を喚起されてい
る

はいJ(2●096bと『あ らかというとはいJ(53.896)を合
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:i霊:;績互「曇::I:EE:[1:言i季繕[,I:曇爵i喜|:言i首il鮒

(1)若 年層の献血への関心度や献血へのイメージを把握する.
(2)若 年層の献血に関する躍知度を把握する。

8再認鴨鵬 喘鮮臨査結果との比較を行悦

´

   :

【調査方法】慧晋夢薯馬雪書匙璧ヨ譜蟹稗VL葬邸雷誕:翼夏
レに対して、インターネツト

【調章対象 】全国の16～ 29歳 の献血経験者及び献血未経験者
※献血経験者 :過去に1=で も献血の経験がある者
※献血未経験者:今まで1度も献血の経験がない者(採血前の検査で

基準を満たないため献血できなかつた者を含む)

【対象者数 】

献血経験者:5000名

献血未経験者:5000名

合計:10000名

※全国を右表の遺り7プロックに分け、
各プロックの若年層人口(16～29歳)の
全国に占めるEl合を平成22年住民基本
台帳年齢月1人口のデ

ータに基づき算出し、
プロツクごとの回収数を決定した.

合 計 経験者 未経験者

合 計 10,000 5,000 5,000

北海道 206

東北 706 353 350

関東甲信鶴 1,825

東海北睦 1,572

近畿 1,632

中国。四日 862

九州。沖縄 1.166 583

【調査押間】 平成23年 10月 6日(木)～10月 12日(水)



く調査結果の見方>

・
層葛浜是誕翼晶£ご湛確霧蓋島写ξ暑雰]言装嘉孫:IPEIRで

きるもの鮮紳口り、

・
言層Eセ早覇F議絵I轟動T‖機 、管ドFヽの智項ロヘρ回青帝を母韓ルて
。回答率(%)については、小数点第2位を四捨五入し、小数点第1位までを轟示レている。
・

絶 瞥日還竃η驚】F四
捨五入で表示しているため、回答率(%)の合計撃値が100.0%と

'「複数回答」の場合は、その回答率(%)の合計値は100.0%を超える場合がある。

1調査数 (N)が 、50以下は0考 値である。

。
留季=靱 哩1ヨ詰翻 棚 1纂"皆Pと

Ⅱ日未経験者編
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1。対象者特性 【ホ経験者編】

(1)居住地0性層U(SC1/SC3)

・
獄顎 7尋
勇層帯蟹摺R貿税 蹄ε彗潔昆犠ぜ檀雉 豊概ね変わ

・
1サ裂理論ξぜ歴贅電勇壮暫基邸譜撃躍手

ぼ
す
で々2鮮馴査と概ね変わらない。

・
羅 [ロ ト

壇馴聯塩 躍戦な 経証鰐続
・
聰 饉鼈 酬卵1;撃脳よ:ミ=哩階
・

鰤 T捕
捕 Jよ 町れ準 わつ

下
嘲 掴 答した畑 Ю%■ 跛 2回踏 と

居住地 (SCl)

性別 (SC3)



1.対 象者特性 【未経験者編】 1.対象者特性   ―1上対 墨煮 特 性    ―                 【 未経験者編】

 埴 凛ξ
(3)医療関係への関与有無 (SC5)

SC5。あなたは学業及び職業で、医療関係に鶴わつていますか。

(2)年 齢0職業 (SC2/SC4)

年齢 (SC2)

【奉戦:対摯者拿鼻】

【薔敗:対彙者全員】



2。献血に関する認知・関心度 【未経験者編】

(1)献 血に関しての認知程度 (Ql)

【献血について「よく知っている」人は約1割 】

●献血について「よく知っている」と回答した人は108%。「ある程度知っている」と回答した人
(754%)も含めると認知率は86.2%で、献血について知っている人が9割弱を占める。

●職業別では、高校生の認知率(81.3%)が他の層に比べて低い。

●性別では、男性の認知率(83.5%)が女性の認知率(800%)と比べて6ポイント低い。

●地域別では、大きな差はみられない。

2.献 血に関する認知・関心度 【未経験者編】

(1)献血に関しての認知程度 (01)
01.献 血について知つていますか。

【碁数:対象者全員】

>17年 度調査と20年 度調査を比べると、全体での認知率は19ポイント上昇した。しかし、23年
度調査では20年度調査より7ポイント低下した。結果として23年度調査の認知率は、17年度調

警虜:F高

いが、20年度調査よりは低くなった。職業別・性男1・地域別でも各層概ね同体の傾向

>う
か 鞭
鑑 ?訳督「蠍 絣 擬 瞥鞘 1糖 捨」帯



―

(2)献血の種類の認知 (Q2)

【献血の種類の認知率は4割弱】

●献血の種類を「知っている」人は351%で 、残りの6割以上の人は認知していない。
●職業別では、公務員の認知率が46.2%で他の層に比べて高い。一方、高校生の76.0%が「知ら
ない」と回答しており他の層と比べて認知率が低い。

●性別では、男性の認知率(31.4%)が女性の認知率(389%)と比べて8ポイント下回つており低い。
●地域別では、東北の認知率(416%)が他の地域と比べて高く、4割強にのぼる。

》 20年 度調査と比べると、全体での認知率に夫きな変化はみられない。

>職 業別では、専業主婦の認知率が20年度調査と比べて11ポイント低下し顕著。また自営業、高
校生でもそれぞれ5ポイント程度、認知率が低下している。
>地 域別では、東北の認知率が20年 度調査と比べて7ポィント低下している。

2。献血に関する認知・関心度         【 未経験者編】

(2)献 血の種類の認知 (Q2)
02.献血の■順《*)を知つていますか.
*献血の■順には、すべての血液の成分を採血する全血献血(200miまたは400mi)と、必要な血液の
成分だけを採廊†●成分献血(血漿成分献血または血小根成分献血)があります。



2.献 血に関する認知0関心度         【 未経験者編】

(3)献血できる場所の認知 (Q3)

【献血できる場所の認知率は8割強 】

・
聡彗ぞ言:『露9躍]規え編 認扉3町

4人中1人が詳し、まがある程度

'蹴堰菅賛翁荷履話謂密暉警冒ξ澁 。対ヽ
して嵩校筆8"の認知利ま他の層よ

●

ν
砿 難 の融 率ぐ,5り 教 性嘘 鍛 ぬ 4の 砒 ぺ¬ oポインド 回つており低

●

出F別
でよ、概ね大きな差はみられないが、東海北陸の認知数 8Q4り が他の地域に比べてやや低

>20年 度調査と比べると、全体での認知率に大きな変化はみられない。

>職 業別では、専業主婦の認知率が20年度調査と比べて7ポイント低下している。

>性 別では、男性の認知率が20年度調査と比べてやや低下している。

>地
」Y譜石占いぜ沢慧員露竃;躙 駅論織 瑚進進峰ダ剤だη玉讐紀ヽ汗ま

で6ポ

*献血は、①獣血ルーム、②献血バス、③血液センター、④会社や団体での出張献血ですることができます。

2.献 血に関する認知・関心度 【未経験者編】

(3)献 血できる場所の認知 (Q3)

03.献 血がどこでできるか知つていますか。(*)



2。献血に関する認知・関心度 【未経験者編】

(4)献血への関心度 (Q4)

【献血への関心度は4割強が「関心あり」層】

》
晴 諷意講轡象課才夕昭翌看財

きな養而薫扇頭葛百再語藤面

習査邦聾壕漠素潔7棚 反母ヨ場野言察運鷲議雷:PLJFが
8ポィントlET、23

>性 別では、男女ともに17年度調査から関心あり層の割合が低下傾向。
>讐
世型I悴 、東ヨIF」[全く関上ダ●ぃ」「が20年度調査と比べて10ポイント上昇している。関東
甲信越では17年 度調査から関心あLJ層が低下傾向で、対して「全そli51品:ぶ訴IttL硝 欄高.

2。献血に関する認知・関心度 【未経験者編】

(4)献血への関心度 (04)

04.献 血について関心がありますか。

●献血こ対する関心度をみると、関心あり層は
罫ぼ キ:露芽ダ薄2S勝♂躍断を377%)に 対して、関心なし層は56.3%(全 く島

・

飩 異 』習y贄晟皆ゴニゴ薦言詠櫓I毘史ぞ留電城亀勇釜rrb亀∬で
К機 を占めるα到

・
準751埜駄

°48り に比べて女性●28り の恥 度が高釧 ゃあ嘱 の割合朗 性を"

●

普
域男
糧習翼農牝 F縄

の関心度(50 4 % )が他の地域に比べて高く、対して関東甲信越(39 . 6 % )で

【薔数:対象者全員】



2.献 血に関する認知・関心度 【未経験者編】

(5)献血が病気の治療に役立つていることの認知 (05)

【献血が病気の治療に役立っていることの認知率は4割】

●献血がさまざまな病気の治療に役立っていることの認知率は40.7%。

● 職業別では、公務員の認知率(48:1%)が他の層と比べて高い。

●性別での大きな差はみられない。

・

諸ダ鳥府著暑卍

ヒ咤 知
〒
が“ 5%で 最姉 く几 でヽ相 咽 国“

Tり
、洲 呻 縄

>20年 度調査と比べると、全体での治療に役立っていることの認知率は7ポイント低下している。

>職 業別では、20年度調査と比べて、公務員を除く全ての層で認知率が低下している。

>性 別では、20年度調査と比べて、男女ともに認知率が7ポイント以上低下している。

>地 域別では、20年度調査と比べて、北海道で9ポイント、東海北陸で11ポイント、近畿で12ポイ
ント認知率が低下しており顕著。

2。献血に関する認知・関心度         【 未経験者編】

(5)献血が病気の治療に役立つていることの認知 (05)    。
05.献 血は患者さんに対する輪血だけでなく、献血を原料とした血液製剤として、きまざまな病気の治凛に
役立つていることを知つていますから



(6)輸血用血液製剤の有効期限が短く、絶えず献血が必要なことを知つてい
るか (Q6)

(6)輸 血用血液製剤の有効期限が短く、絶えず献血が必要なことを知つてい
るか (Q6)

Q6.献血された輪血用ユ液襲剤の有効期間は短く。絶えず献血が必要なことを知つていますか。
※血液撃剤の有効期間は一番短い血小振製剤で採血後4日間、赤血球襲剤は21日間です.

【献血が絶えず必要なことの認知率は5割弱】
く新規買間>

●献血が輸典用血液製剤の有効期限が短いために絶えず必要であることの認知率はt46.5%で
半数近くを占める。

・

踏 賜 亀 椛 五測 蹴 繹 :摺紀
と公務員
甲
Юりの認知率が高く、対して高校生

・

被壁刷天宗菫贅記{晋 1:06%)と
九州・沖縄●3.7%)の認知率力CllLの地採と比べて高く、半数



2.献 血に関する認知0関心度

(7)献血された輸血用血液製剤の使い道認知 (Q7)

【輸血用血液製剤の使い道の認知率は2割弱】

<新 規買間>

●献血された輸血用血液製剤の使い道の認知率は184%。

●

警議デ

」よ 大学生痺 門学校卸 2り 松 務申 2り の認知率が他帽 枇 べるとやや

●性別での大きな差はみられない。

●地域別では、東北の認知率(22.4%)が他の地域と比べてやや高い。

蝉 雌
壼

望生整興こ関する認鰤 耐 【未経験者編】

(7)献血された輸血用血液製剤の使い道認知(Q7)
07.献 血された輸血用血液製剤の使い遭は、交通事故などの大量出血時よりもがんなどの病気の治療に
使われることが圧倒的に多いことを知つていますか。
※約811が痛気くうちがんの泊霞3割 )に使われ、交通事故などによる輸血は約1割程度。

基数:対象者全員】

全  体 (5000)

高校生 (642)

大学生 ・専目学校生

■   ____型

会社員 (1368) 833

公務員 EIII三二IいIIIIIII
自営業 (168) 833

専業主婦 (324)

その他 (797)

性

別

男性 827

女 性 (2452)

地

域

別

北海道 (206)

東北 (353) 776

関東甲信越 (1825)

東海北腱 (786〕

近 畿

中国 ・四ロ 787

822九州 沖 編



2.献 血に関する認知0関心度 【未経験者編】

(8)輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験 (Q8)

【患者の感謝の気持ちを目や耳にした人は2割弱】    新
親買間>

●輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験のある人は16.5%。
・

冒唐勇厨FLお 奮昌r史警軍課鑓ごif)が
1也の層と比べてやや高く、対して自営業の経験率

●性別での大きな差はみられない。

●地域別では、東北での経験率(215%)が 他の地域と比べてやや高い。

2献 血剛 する認知・関心度

      壺

.

(8)輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験(Q8)
08。輸血の医療を受けられた多くの患者さんは、献血をしてくれた方に感Ж 献血してくれてありがとう)の
気持ちを持つています.そのような口を目や耳にしたことはありますか.

手数:対摯幸拿轟】 ない

835全  体 (5000)

職

業

別

吉校生

大学生・幕円学執J

会社員 (1368)

公務員 788

自営業 (168)

専集主婦 (324)

その他 (797)

性

別

男性 (2548) 352

N二 =翌 =二塁

女性
■

■

地

域

別

北海道 .    864

東北

誦　一一一　岬
関東甲信越 (1825)

東海北餞 846

近 ● (0:6)

中国 ・四ロ

九州 ・沖縄 (583)



2.献 血に関する認知・関心度         【 未経験者編】

(9)若年層の献血協力者の減少傾向認知 (Q9)

【若年層の献血協力者が減少していることの認知率は3割強】

2.献 血に関する認知・関心度 二        【 未経験者編】

(9)若年層の献血協力者の減少傾向認知 (Q9)
09.献血へ協力してくださる若い方の数が、近年大幅に減つています(*).知つていましたか。

躙 b霰23黒事驚躍
°8万■23%減用 0代の枷者数は

●献血へ協力してくれる10代・20代の若年層が大幅に減少していることを「知ってぃる」人は
32.5%で3人中1人。

・

踏薫卍Fr婁 盆爾
員の認知率(44.2%)が他の層に比べて高い。その他の層では3割 程度の認

●性別での大きな差はみられない。

●地域別では、東北の認知率(38.5%)が他の地域と比べて高い。

>20年 度調査と比べると、全体での若年層の献血協力者が減
卜低下している。

>職 業別では、20年度調査と比べると、公務員と自営業の認知率が9ポイント低下しており顕著。
>性 別では、20年度調査と比べると、男性の認知率が6ポイント低下している。

>織 域別では
:』F年
度調査と比べると、

不
海北陸、近畿、中国。四国の認知率がそれぞれ6ポイン



●献血に関して接触したことのある広報媒体をみると、「献血バス」が53.4%で最も高く、次いで「街

冒竃3猥株ち朧 護罰殿島1:Юりヽ蹴
山レーム前の看板,表利"■6りと続Cそ

・
ぽ緊澄甥言肝興燒:淵轟ポ鰹だ2質留ぴ

Q4り、蹴血レーム前炉
・
碕 ζ鼈 _潔∬

漏』硼紺瞭1席]肥翻鶴脂紀獣讐

>17年 度調査と20年度調査を比べると、各媒体で総じて接触率が低下している。20年度調査と
23年度調査を比べると、「街頭での呼びかけ」において8ポイント接触率が低下している。

>職 業別・性別・地域別の各層で総じていずれの広告媒体も「見たことがない」人が17年度調査よ
り増加傾向にある。

3.献 血の広報0キャンペーンヘの認知接触状況 【未経験者編】

(1)献血に関する広報接触媒体 (Q10)

【献血に関する広告は「献血バス」「街頭での呼びかけ」の接触が多い】

3.献 血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況  【未経験者編】

(1)献血に関する広報接触媒体 (Q10)

010.献 血に関して、どのような広IE爆体を見たことく聞いたこと)がありますか。(いくつても)

20

0

【薔蠍:対摯者全員】
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3.献 血の広報・キャンペ…ンヘの認知接触状況 【未経験者IE】

(2)献血キャンペーンに効果的だと思う媒体 (Qll)

【献血キャンペーンに効果的な媒体は「テレビ」が8割弱】

・
卿統秘聟剰]講蹴贅挙駿茉 _鬼ア罐紹曇:務FttPI鳥]。
(219%)が 続く。

●職業別では、各層とも「テレビ」「インタ・―ネット」が_L位1位と2位を占める。その中で高校生は「ィ
ンターネット」(35.4%)が他の層と比べて低い。専業主婦は「テレビ」が圧倒的に高く9割弱
(880%)にのぼる。対して自営業では「テレビ」(649%)が他の層に比べて低い。
・
蹴覇檀さ]局な螂 繁鷺寅田りヽ

暉スタ刊゙Q3り、唯帯電詢¢●2り、
●地域別では、関東甲信越では「テレビ」(755%)が 、他の地域と比べてやや低い。

》過去2回調査と比べると、「テレビ」と「新聞」において効果的と考えられる割合が低下傾向である。
対して「インターネット」においては上昇傾向がみら|れる。

>職 業別では、20年度調査と比べて、高校生で「テレビ」「インターネット」「携帯電話」「雑誌」を効
果的と考える割合が低下しているが、「ポスター」に関しては上昇している。会社員や公務員、自

黒青:ギ冬 暑ゝ期藻嘉∴み巽裏」ξ誠層IモК家
を挙げる船が顕割こlET傾向にある

》
嵩卍I騎

女性で「インターネット」「携帯電話」を効果的と考える割合が17年度調査から上昇傾

》
苦電裂層lま

、特に関東甲信越と近畿において「テレビ」を挙げる割合が17年度調査から低下傾

3◆献血の広報0キャンペーンヘの認知接触状況  【未経験者編】

(2)献血キャンペーンに効果的だと思う媒体 (Qll)

011.献 血のキャンベーンを行う臓の効果的な媒体は何だと思いますか。(いくつても)

【甚致:対彙者全員】
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3。献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【未経験者編】

(3)献血キャラクター「けんけつちゃんJ認知 (012)

【けんけつちゃんの認知率は2割強】

>20年 度調査と比べると、全体での認知率は14ポイント上昇し、23年度調査の認知率は2割を超
えた。

>撃
義型:は違負辱ぢ=鼻象暴吾衰fり

認知率が上昇傾向にあるが、特に高校生、大学生,専門

》性別では、女性の認知率が20年度調査と比べて19ポイントと大幅に上昇している。
>地 域別では、東北の認知率の上昇が顕著で20年 度調査と比べて18ポイント上昇している。

(3)献血キャラクタ…「けんけつちゃん」認知 (Q12)
012.樹
爆幕環F献
血推進のためのキャラクターとして「けんけつち:ん」を作成していますが、

( % )

【苺彗:"摯書拿員】●献血キャラクターけんけつちゃんの認知率は213%で 4人中1人に認知されている。
●職業別では、高校生(263%)、大学生・専門学校生 (299%)といつた学生と公務員(25.0%)の
認知率が他の層と比べて高い。

●性別では、女性の認知率(28.2%)が男性の認知率(14.6%)と比べて14ポイント高く、認知されて
いる。

●地域別では、東北の認知率が30.6%で他の地械と比べて10ポイント程庫高い。



3。献血の広報・キャンペース の認知接触状況  【 未経験者編】

(4)献血キャラクター「けんけつちゃん」の印象 (Q13)

【けんけつちゃんの印象は半数が「よい」】
<新 規買間>

3.献血の広報0キャンペ…ンヘの認知接触状況 __【未経験者編1-

(4)献血キャラクター「けんけつちゃんJの印象 (013)
Pll・Pみ織 3寵:織見I雫:iFえ

た方へお聞きします。献血推準のキャラクターとして

●献血キャラクターけんけつちゃんを知っている人にけんけつちゃんの印象をたずねたところ、「よ
い」と感じている人が50.9%で半数。「わるい」は38%で あった。

・
離肛蹴覇等機 騎調龍ま鶴霞棘:蒜蹴鶴漁 、
●性別では、「よい」と感じている人が男性(43.4%)に比べて女性(55.0%)で12ポイント高い。
●地域別では、大きな差はみられない。なお、北海道は回答者数が少ないため、参考値。



3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況 【未経験者編】

(5)献 血キャンペーン認知 (Q14)

3:献 血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況  【未経験者編】

(5)献血キャンペーン認知 (Q14)

014.献 血に関するキャンペーンを知つていますか.(いくつでも)

{キャンヘァンロ知者に対し)献血に関するキャンベーンで,印象に残つたキャッチフレーズやメッセージがあれば、
ご記入下さい.

(%)

30

00

40

20

0

【墓敗:

く参考:17年度・20年 度調査結果>

※17年度調査及び20年度調査では
キャンペ…ンを「知つている」「知らない」のうち1つを
選択することにより回答。

く0考 :印象に残つた具体的なキヤツチフレーズ、
メッセージ>

【薔敗:キャンペーン暉知幸1

【最も認知されている献血キャンペーンは「はたちの献血」で2割強】

・
段‡[1霧=拿ゼ蓋謹饗鳳僣鋸酢嚢撃電3泌襦1雪甜・
[  鬱 鯰閻夕脇除i騨;眠、
・
批 暮
:ξ讐な£増碗"紙と華f3巽型し裏1身脚職ほ翻 黎奨糧

ベ

・
耀罫臨駐鴫 嚇蝋現艦 i紹臨簡壼・

“7りと

【基敗:対象者全員】

:対彙者全員】
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3.献 血の広報 。キャンペーンヘの認知接触状況  【 未経験者編】

(6)「HOP STEPJUMP」 を配布された記憶 (Q15)

【HO P  S T E P」 U M Pを 配布された人は1割 】

●高校3年生を対象に、HOP sTEP」 UMPと いう燿L及啓発資材が配布されていることを認知して
いる人は9.8%で1割。授業で使用した経験がある人は21%に とどまる。

・

雰青l遷1詣!員慰 ig f 5 % )と
大学生・専F5学校生の認知率(1 7 . 5 9 6 1が他の層と比べて高いも

●性別による大きな差はみられない。

●地域別では、東北の認知率が144%で 、他の地域と比べて高い。

>過 去2回調査と比べると、全体では大きな変化はみられない。

>職 業別では、大学生・専門学校生において、17年度調査より認知率が上昇傾向にある。

>性 別では、大きな変化はみられないも

》地域別では、東北において、17年度調査より認知率が上昇傾向にある。

3。献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況  【未経験者編】

(6)「HOP sTEP JUMP」 を配布された記憶 (Q15)
015.平 成2年から、全国の高校3年生を対,に 、麒血に関する普及曹発資材「HOP STEP JUMP」 を
配布していますが、学校で配られた記憶はありますか。

【基敗:対魚者全員】



4。感染症0血液製剤につい■ _   _― 床経験者編「

(1)献血では感染症に感染しないことの認知 (Q16)

【献血では感染症に感染しないことの認知率は5割弱】

>17年 度
聾島括誤
年度調
高=じ 吉どギ31知

率に大きな変化1まみら力え:か
,た
が喜鵜年度調

進羹型鷹峰ぽ撃「暑霜幕鱗ダ=鵡 宅駄艦P知率が低下し‐ヽる。特に韓業、
>性 別・地域別では、いずれの層も20年 度調査と比べると認知率が大幅に低下している。

(1)献血では感染症に感染しないことの認知 (Q16)

016.献 血でエイズ、肝炎その他の感染症に感染することはありませんが、そのことを知つていますか。

,献 血でエィズ、肝炎といった感染症に感染しないことを認知してい赫・
晴裂理霜曇梶鷺薫情酬 劉置房鵞r2史翁畜晨P認

知率6■5りT他の層裁ベ
●性別では、女性の認知率(51.3%)が男性の認知率(46.0%)に比べて5ポイント高い。
・

椎雰馳理Eご児電詈a計
知率“1.3%)|ぐ他の地域と比べて低く、一方東1ヒの認知率

f3.8%)は

【●諄:対象考全員】



4.感 染症0血液製剤についマ「 【未経験者編】

(2)血液製剤の海外血液依存の認知 (Ql17)

【血液製剤の海外血液依存の認知率は1割】

●血液製剤は未だ海外の血液に依存しているということを認知している人は108%で 1割にとどま
る。

●職業別では、公務員の認知率(15_4%)力`他の層に比べてやや高い。

●性別・地域別による大きな差はみられない。

》過去2回調査と比べると、全体の認知率は低下傾向にあり、23年度調査は17年度調査から12
ポイント認知率が低下している。

>職 業別では、特に公務員と自営業で17年度調査と23年度調査を比べると認知率が17ポイント
以上低下しており顕著である。

>職 業別、性別、地域,りのいずれの層も、17年度調査から認知率が低下傾向にある。

壺  鯉
艶 塑 凱 型 ‐ 二 _型 墜 塩

壺
(2)血液製剤の海外血液依存の認知 (Q17)
017.血 液製剤(*)は未だ海外の血液に依存していることを知つていますか。
*重 症熱傷に用いるアルブミン襲剤では、国内自綸率は未だ58%台 である。

【薔強:対象者全員】


